
第103回 特定非営利活動法人 治験ネットワーク福岡 
倫理審査委員会 議事録概要 

 

開催日時 2021年 4月 6日（火）16時 15分 ～ 16時 34分 

開催場所 九州大学医学研究院 基礎研究Ａ棟 セミナー室2（福岡市東区馬出3-1-1） 

出席委員 
瓦林達比古委員長，樗木浩朗副委員長，安波洋一委員，田中正敏委員， 
山本英彦委員，服巻保幸委員，柳川堯委員，永田一志委員，島晃一委員， 
庭山明子委員，尾上真美委員 

欠席委員 － 

議題及び審議
結果を含む議論

の概要 

【審査事項】  
1．臨床研究の継続の適否 
＜継続審査＞ 
① 胸部 CT にて肺過誤腫または肺良性腫瘍を疑う結節影における Chemical shift 

MRI の有用性の検討（LOGIK1701） 
（依頼者：九州大学病院，独立行政法人国立病院機構福岡病院， 

社会保険大牟田天領病院，社会医療法人製鉄記念八幡病院， 
福岡大学，独立行政法人国立病院機構別府医療センター， 
国家公務員共済組合連合会新別府病院， 
独立行政法人国立病院機構南九州病院，鹿児島厚生連病院） 

・臨床研究の継続の適否について審議を行った。 
・承認 

 
＜変更＞ 
② 「再発難治性末梢性 T細胞リンパ腫に対するニボルマブの有効性の検討： 

医師主導臨床第Ⅱ相治験」附随研究 W-JHS NHL02-A 
（依頼者：九州大学病院） 
・臨床研究の継続の適否について審議を行った。 
・承認 
 

③ 骨転移を有する去勢抵抗性前立腺癌に対するラジウム-223治療の多施設共同 
前向き観察研究 
（依頼者：鹿児島大学病院） 
・臨床研究の継続の適否について審議を行った。 
・承認 

 
 



2．報告 
＜終了報告＞ 
④ 胸部 CT にて肺過誤腫または肺良性腫瘍を疑う結節影における Chemical shift 

MRI の有用性の検討（LOGIK1701） 
（依頼者：大牟田市立病院） 

 
⑤ アトピー性皮膚炎に対するデュピルマブの効果（有効性）を予測するための 

バイオマーカーの探索（B-PAD Study） 
（依頼者：新潟大学医歯学総合病院） 

 
⑥ 頭頸部癌患者血漿 exosome mRNA 網羅的解析によるニボルマブの治療効果

予測因子の同定 
（依頼者：国家公務員共済組合連合会 浜の町病院） 
 

⑦ 患者ニーズを踏まえた美容医療に関する調査と課題整理のための研究 
（依頼者：福岡大学） 
 

特記事項 — 

 以上 


